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内容の要旨及び審査の結果の要旨
胃発癌の機序に関して，低酸状態の胃に増殖した細菌が食餌中の硝酸塩を亜硝酸塩に還元させ，この亜
硝酸塩がアミンあるいはアマイドと結合し，癌原性のあるニトロソ化合物が生成するとの説がある。結合
するアミンあるいはアマイドのうち，現在最も可能性の高い物質は，十二指腸液中に豊富に存在する胆汁
酸であり，これより生成されたニトロソ胆汁酸に強力な発癌作用があるとされている。この考えを明らか
にするため，ウィスター系雄性ラットを用い，１）逆流群；ａ）十二指腸液がすべて幽門輪を経て胃内へ
逆流する群（DGR群)，ｂ）逆流手術に迷走神経切雛を付加した群（ＤＧＲ＋Ｖ群)，２）対照群；ａ）胃
切開を行った単開腹群（S0群)，ｂ）単開腹に迷走神経切雛を付加した群（ＳＯ＋Ｖ群）の実験群を作成
した。発癌剤は投与せず，術後50週で動物を屠殺し，胃癌の発生と，胃液および十二指腸液の変異原性，
細菌増殖の関係について検討した。得られた成績は以下の如く要約される。
１）胃癌の発生率はDGR群33％（４／12)，ＤＧＲ＋Ｖ群50％（５／10)，ｓｏ群０％（０／15)，ｓｏ＋Ｖ群
０％（０/10）で，逆流群41％（９/22）は対照群０％（０/25）に対し有意に高率であった。
２）変異原性試験の陽性率は胃液ではＤＧＲ群14％（１／７），ＤＧＲ＋Ｖ群44％（４／９），ｓｏ群０％
（０/10)，ｓｏ＋Ｖ群０％（０/10）で，ＤＧＲ＋Ｖ群はｓｏ＋Ｖ群に比べ有意に陽性率が高かった。さらに
逆流群31％（５／16）と対照群０％（０/20）との間に有意差が認められた。十二指腸液ではそれぞれ
１４％（１／７)，３３％（３／９)，０％（０/10)，０％（０/10）で，逆流群25％（４／16）は対照群に比し
有意に高率であった。
３）硝酸塩還元菌数（log,0Ｎ/ｍｌ）は胃液ではＤＧＲ群3.0±０８，ＤＧＲ＋Ｖ群5.9±１７，ｓ○群3.5±１．０，
ｓ○＋Ｖ群６０±１５で，逆流群，対照群ともに迷走神経を切離した群で有意に増加していた。十二指腸
液ではそれぞれ６６±１９，６．５±１４，３３±０５，４７±１１で，DGR群，ＤＧＲ＋Ｖ群は対照のS○群に
比べ有意に増加していた。
十二指腸液逆流ラットでは胃液および十二指腸液に変異原生物質が含まれており，その生成には硝酸塩
還元菌の増殖と十二指腸液の存在が密接に関与していると考えられた。
以上，本研究では十二指腸液の逆流が胃発癌の原因として重要な要因であり，胃液，十二指腸液内に癌
原性物質の存在の可能性を示唆する，消化器外科学卜価値ある労作と認められた。
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